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音楽専攻創立 50周年記念

ホームカミングコンサート開催 !

7月 6日 に本学ポロニアホールにて桐朋学園芸術短期大学音楽専攻創立50周年

記念ホームカミングコンサートが開かれました。

バラエティーに富んだ内容で熱演が繰り広げられ、ご来場のお客様にも大変好評

でした。ご来場のお客様、演奏者の皆さま本当にありがとうございました。

1964年 4月 、文科・音楽科の設置を持つて出発した桐朋学

園大学短期大学部は、その2年後に演劇専攻が加わって、新

たに芸術科 (音楽専攻・演劇専攻)と して再編成され、小なり

といえども、文科と芸術科を擁する短期大学としての体制を

確かなものと致しました。

また、2004年からは文科を廃し、その名称を桐朋学園芸術

短期大学と改称して、芸術教育に特化した日本でもユニーク
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桐朋学園芸術短期大学学長 越 光 照 文

な短期大学として、今日までその歩みを続けて参りました。

そして、本日はここに、短大創立50周年の記念行事の第一

弾として、先ずは音楽専攻の「ホームカミングコンサート」が

開催されますことは、学長として誠に喜びに耐えません。

客席のそこここで、旧交を温めあう卒業生を始めとする関

係者の皆様の、顔、顔、顔が浮かびます。本日はどうぞ最後ま

で、ごゆっくりお楽しみください。

本学音楽専攻は今年創立50周年を迎えました。短大創設

に向けて、どこにもない「生きた総合芸術」を習得させる短大

をと、「日本における音楽文化を高め得る人物」の養成をめ

ざそう、「単に技術的完璧を期すばかりではなく、音楽の心

を学生の一人ひとりが確実につかむ」教育を推進しようと、

理想に燃えた構想が昭和39年 4月 に実現し、以来半世紀。

その精神は今日、「芸術文化を創造と発展に寄与しうる創

造的な人材」を育成すると謳われる、本学の教育目標にしっ

かりと受け継がれています。
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桐EE学園女子部門代表理事 河 原 勇 人

本日は、同窓会「桐の音」の役員と会員の皆様のご尽力に

より、50周年を記念して「ホームカミングコンサート」が本学

との共催で開催される運びとなりました。誠に喜ばしく、関

係各位に対し′いから御礼中し上げますとともに、お祝いを申

し [1げ ます。

今日のコンサートが成功裏に幕を ドろし、本専攻のつぎ

の半世紀に向けた力強い幕開けの契機となりますことを、ま

た、お集まりの皆様のますますのご繁栄をお祈り申し上げ、

お祝いの言葉といたします。
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音楽専攻主任 松 井 康 司

本 日は、音楽専攻創立50周 年記念、カミングホームコン  員を越える52名 の新入生を迎えることができ、創立50周 年

サートにご来場頂き誠にありがとうございます。音楽専攻は  の節目に久々の嬉しいニュースとなりました。今後はこれを

1964年 に桐朋学園大学短期大学部として、文科と共に設立  継続していかなくてはなりません。創立50周年を機に、皆様

されました。当初はピアノと声楽を同レベルで学ぶ専攻とし には今の音楽専攻を知って頂き、専攻の宣伝にご協力頂ける

て生まれましたが、1996年 にはピアノ・声楽・管楽器 (木管と と嬉しく思います。

ホルン)を専門に学ぶ専修制を敷きました。その後、日本音楽   さて、今回のコンサートの出演者は、3月 に行ったオーディ

とギターを含む弦楽器専修が加わり現在の専攻の形となり、 ションにより選ばれた卒業生です。残念ながら選ばれなかつ

2004年 には学校名を桐朋学園芸術短期大学に改称してい  た卒業生の演奏も大変立派なもので、卒業後も研鑽を続けて

ます。近年は様々な改革を行つておりますが、昨年からは全  いる方がたくさんいるということは大変嬉しいことであり誇

国の音楽系大学に先駆けてアウトリーチ教育をカリキュラム  リにも思っています。本日は、日本音楽とギターの在学生も出

に導入し、また、桐朋学園大学音楽学部との連携も深め、3年  演しますので卒業生と在学生の共演もお楽しみください。ま

次編入と単位互換制度が実現しています。そして、今年度か  た、短大としましては、2年後に演慮1専攻が創立50周年を迎

らは第二実技で「作曲」を履修できるようにしました。しかも、 えるため、今年からの3年間を創立50周 年として、このコン

クラシックとポピュラーの両面からのアプローチを可能にし、 サートを皮切 りに様々な企画を計画中です。今後の催しにつ

ポピュラーの方では、ゲーム音楽の第一人者、ファイナルファ  きましても注目して頂ければ幸いです。

ンタージーの作曲者でもあられる植松伸夫氏を特任教授と  なお、今回の企画につきましては、同窓会長、臼居すみれ氏

してお迎えしました。来年度からは、金管楽器を導入すること をはじめ、各期の幹事の皆様の協力を得ながら1年近く準備

も決定しており、多くの先生方のご協力を得ながらこのよう をしてまいりました。この場を借りまして心から感謝中し_Lげ

な改革を実現してきております。これらは、少子化の影響によ  ると共に、今後も同窓会との関係を益々深め、音楽専攻が末

る長年に渡る学生数減少からの脱却のため時代のユーズを  永く、益々発展して行けるよう努力してまいりたいと思ってお

研究しつつ行ってきた改革ですが、お陰さまで、今年度は定  ります。

.larla.lrrir.lr.la

桐朋学園芸術短期大学芸術科音楽専攻同窓会「桐の音」 会長 臼 居 すみれ

の
l・ 同

本日は50周年ホームカミングコンサートにお越し頂きまし

て、誠にありがとうございます。

音楽専攻50周 年、おめでとうございます。50年 といっても、一

日では言い表わせない長い歴史があると思います。先生方を

はじめ同窓生の皆様一人一人にそれぞれ懐かしい思い出が

たくさんあると思います。同窓会は今年 3月 、49期生を迎え

ました。学校との共催でポロニアホールにおいて、記念のコン

サートを開催できることはとても嬉しいことです。卒業生の出

演者は今回もオーディションで決定し、学校推薦で存校生の

出演者を決めさせていただきました。

出演者も多く、楽しいプログラムに仕 Lが りました。どうぞ

最後までごゆつくりお楽しみ下さいませ。

これからの学校の発展、同窓生の益々のご活躍を応援して

おります。
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ヱ チャイコフスキー :バ レエ組山「くるみ割り人形」より 花のワルッ

2 サンサーンス :夕暮れのヴアイオリン

マスネ :エ レジー

グラズノフ :アルトサクソフォンと弦楽オーケストラのための協奏曲

ヘンデル :私を泣かせてください

ストラヴインスキー :オペラ「放蕩者の遍歴Jよ り

トムからの使りはない…彼のもとへ行きましょう!

5.藤井ナL人 :「 四つの楽器 ～古典の技法J

～休憩～

6.ベルリオーズ :佐藤紀雄編曲「幻想交響曲」よリ ワルツ

7 ハチャトゥリアン :ク ラリネット、ヴァイオリン、ビアノのためのトリオ

θ フランク :ヴ ァイオリンソナタ イ長調 第 1。 4楽章

中[Π 喜直 :「魚とオレンジJよ り はなやぐ朝

ヴェルディ:オペラ「椿姫Jよ り

不思議だわ! ～ああ、そはかの人か～花から花へ

ヱθ シューベルト:人生の嵐 D.947

(12期 )

(12期 )

Mttz.S".大井 祥子 (45期 )

碗ヽ.大須賀玲子 (45期 )

2′ 森岡 敬賛 (47期 )

Sαχ。 十倉 彩子 (42期 )

′′ 浅香 里恵 143期 )

高井千慧子 (44期 )

田中百合子 (30期 )

争 金子 展寛 (2年 )

十 七絃 新井 敦子 (2年 )

三味線 ウィロビー・ヶビン (1年 )

F′.木 ノ瀬佳子 (専 1年 )

G“.渡辺  茜 (専 2年 )

G“.杉田  文 (1年 )

G“.深沢みなみ (1年 )

第1・ 3楽章 刀.森上 彩音 (45期 )

CJ.阿部友美子 (45期 )

η′ 市原  敦 (46期 )

和枝 (41期 )

佳里 (41期 )

淳 r(46期 )

愛 (43期 )

濱田 智子 (46期 )

占村 真椰 (専 1年 )
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松井康司 教授 季節を歌おう!春夏編
定員 40名

受講料6回 12,000円

日本には四季折々、季節を歌つた美しい歌がたくさんあります。今回もヴォイストレーニングを行いつつ、各回1由ずつ皆さんと歌ってい
きたいと思います。どなたでも気軽に参加できる講座ですので、ぜひご参加ください。

皿  4/'5.(上 )5/16(土)5/30(土 )6/6(土)6/20(土 )7/4(土 ).[予備日ア/18]14:00～ 15:30

永井由比 常勤謝雨 フルートベーシックトレーニング講座
定員8名

受講料6回 12,000円

この講座はフルートの基礎であるロングトーンと音階の練習を主に取りhげながら、フルートアンサンブル、そして他の楽器 (今回はギ
ターを予定しています)と のアンサンブルを楽しみながらも、日ごろのフルートに対する悩みを解決してしまおうという講座です。フルー
トの初心者も歓迎です。

‐
皿 4/26(日 ).5/10(日 )5/24(日 )6/7(日 )6/21(日 )ア /5(日 )[予備日7/26]11100～ 12,30

塵型里夢代教授 これで解決 !ヴァイオ リン・ワンポイントレッスン 受講料5回 1品話 角
|

日頃の練習・演奏を通していろいろな疑間・壁にぶつかることがあると思います。例えば、楽器の構え方、弓の持ち方、基礎的な事、音色
や音楽作りなど…。お互いのレッスンを聴講しながら、受講者の皆様自身の思う方向を見つけることができますように。子供から大人ま
で、レベルは間いません。

m 5/3(日 )5/16(三 )5/30(‐土

'6/6(土

)6/20(土 )[予備日6/27]10100～ 11:30    ‐‐

本條秀慈郎 非常勤講師 三味線講座～口三味線から学ぶその“音色"
定員 20名

受講料6回 12,000円

三味線に触れてみたいという方からもう一度基礎を見直したいという、初心者から経験者まで楽しめる講座です。三味線には沢山の奏
法があり、そこには豊かな音色が聞こえます。口三味線を通して奏法を学ぶことで、より良い演奏へと繋がります。小品を用いてアンサン
ブルも挟みながら学んでいきます。※楽器をお持ちでない方には貸出をいたします。貸出を希望する方は、中込書にその旨をご記入ください。

■ヨロ1 4/25(上 )5/23(土 )6/6(上)6/2o(土 )7/4(土 )7/18(土 )[予備口7/25]10:30～ 12:00

松本昌子発着笛番撃ミュ_ジヵル女優 ミュージカルを楽しもう!

定員 15名
酒肴料6回 12,000円

前回大人気だったミュージカルのワークショップを今 rllも 開催します。歌って踊つて、ミュージカルを体験しましょう!

「レッスン内容]*ス トレッチ、ステップ *呼 lrk法 、発声 *課題由の練習 *課題由に合わせた振りf」 け ctc

皿 ‐15/21(本)5/28(本 )6/11(本)7/2(本 )ア/16(本)ア/23(本 )[予備醸7/30]18:00～ 19:30

本條秀慈郎 非常勤講師 三味線講座～江戸の「音遊び」第1回 “水"
定員 10名

受講料 6回 12,000円

平日の夜に三味線を弾いて楽しみませんか ?上達するうえで大切なことを個人の経験に合わせて基礎から考えるので初心者も歓迎で
す。アンサンブルも予定しており、テーマを絞り1曲を6回かけてじっくり完成させていきます。今回は“水"を テーマに江戸の風情を探り
ます。経験に沿つた対応を致しますので、初めての方もお気軽にご参加ください。
※楽器をお持ちでない方には貸出をいたします。貸出を希望する方は中込書にその旨をご記入ください。

|ヨEI‐ 4/21(火 )4/28(火)5/1'(火)5/26(火 )6/9(火)6/16(火 )[予備日6/23]19:00～ 20:30

昨年は、音楽専攻50周 年int念 として、7月 6日 (日 )ポ ロニアホールにて、ホームカミングコンサートが開催されました。

3月 にオーディションを行ない、8組を選び学校推薦の2組 と合わせ10組の出演者を決定しました。当日は、大勢の

方々がお越し下さり、lT.演 者にあたたかい拍手をいただきました。
コンサート終了後、久し振りに食堂にて、懇親会を致しました。先生方、卒業生、在校生が一同に集まり楽しいひととき

を過ごす事が出来ました。秋にはせんがわ劇場にて学校主催の音楽劇「滝廉太郎物語」が開催されました。

今年も10月 11日 (日 )学校主催の記念式典が行なわれる予定です。記念誌も作られ、改めて短大50年を皆様と振り

返ってみようと思っています。卒業生も多方面にて大活躍しており、頼もしい限りです。これからも同窓会は、学校・同

窓生の応援をしていきたいと思っております。

役員会ょり

協3ウイークエンドカレッジ
:|::111:||:|||:||:|::111:||||:|:||:i:||::||||:::|11111111i111::|:::::::1111:111111:11111111111■ |111111111:|||||||||■ ■■||||||||:||::|||111:::::1111:|::|:||:111:::::|::::::11:::|:111:|:|11111:|||::::|::::||::::::::

醒Dイブニングカレッジ
皆様のご要望により2014年よリスタートしたィブニングカレツジ。仕事`学校の帰りにぜひトライしてみませんか?今回はミi―ジ
カルと三味線の2講座です。ウィークエンドカレッジ同様、どなたでも受講できますので、ぜひご参加ください。
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★同窓会『桐の音』で行つている補助活動
同窓会では、下記の活動に補助金を助成しています。助成を受けた団体は、会報に活動報告をお願い致します。

一〔̈
令讐秦”

{コンサート後援        i
出演者の約1/2が本学の卒業生である場合、
申請があればチラシ・ポスターに「後援・桐朋   円を補助する。

芸術短期大学同窓会 l桐 の音』Jの記載を許可

し、当日会場に盛花を送っている。

★後援したコンサート(平成26年 )

●4月 12日  「おんがくものがたり」月島社会教育会館

板倉修子(37期 )・ 鈴木千尋(37期 )

諸星美砂(37期 )・ 爪川絵美子(37期 )

●4月 20日  「SAKURA～ピアノ連弾による様々な情景と日本の四季～」イ干J芸館

鶴井弘子(46期 )・ 濱田智子(46期 )・ 升谷奈保(46期 )

「 5月 25日  「虹“KO∪ "争コンサートvo1 5～ 金光威不□雄作品に依る～」

中目黒GTプラザホール

花岡操聖(39期 )。 内藤美和(40期 )。 多田彩子 (41期 )

池杉理恵奈(42期 )。 本間貴士(44期 )・ 野村幹人

「BELLA MUSICA」 せんがわ劇場

井上美恵(48期 )。 その他      _ _  _
「コンソート・ポウローニア」すみだトリフォニー小ホール

「東日本大震災チャリティーコンサート」曰暮里サニーホール

藤岡純子(33期 )・ 柴田百代(36期 )

「第5回二十五絃争新曲作品演奏会」新宿文化センター小ホール

木村麻耶(40期 )・ 佐藤亜美 (41期 )。 日原暢子(41期 )

町田光(42期 )・ 言葉景子(44期 )

サークル活動補助

本学卒業生で組織されていて、定期的に練習・勉強会を

行っている団体、サークルに対し、年額二万五千円を

上限とし補助する。但し、申請の際、役員会で活動内容

を審査し承認された団体にのみ支給、年度末には会

計報告を提出しなければならない。

「Ensemble ABaク リスマスコンサート」

管楽器専門店ダク地下スペースDo
森上彩音(45期 )・ 阿部友美子(45期 )

「OsmRuKa lst Concert」 すみだトリフォニー」ヽホール

浅倉万里枝(45期 )・ 鶴田葵衣(47期 )

永澤真紗恵・升谷奈保(46期 )

※各地での県人会的な同窓会の場合は要相談

●12月 21日

■12月 28日

同期会便り

●7月 4日

18月 29日

●9月 10日

●9月 20日

3年ぶりに20期の同窓会を開催いたしました。

森下先生をお招きして、15名が集まりまして、それぞれ近況な

どこ活躍を報告しなから、楽しいひとときを過ごしました。仙

台出身の同期生より現地の様子、生の声をきき、私たちも何か

出来ることはないかと、あらためて考えさせられました。

カロ藤喜代美

TEL 03-3334‐ 2539 Mai!info@kirinoneJp
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ぶ
り
に
訪

れ

ま

し

た

母

校
、

仙

川

キ

ャ
ン
パ
ス
は
緑
も
美
し

く

、
さ
す
が
女
子
部
～
き

れ

い
に
清
掃
ゆ
き
と
ど

い

て
快
適

で
し
た
。
時
間

の

都
合

で
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
前

半
し
か
伺
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
特
に
印
象

に
残

っ

た

の
が
在
校
生
４
人

の
演

奏
で
し
た
。

「
四
つ
の
楽
器
～
古
典
の

技
法
」
等
、
十
七
絃
、
三

味
線
、

Ｆｌ
の

コ
ラ
ボ
レ
ー

シ

ョ
ン
は
雅
び
な
響
き
を

奏

で
ま
し
た
。
私
は
相
変

わ
ら
ず
保
育
園
で
の
仕
事

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

２

０

１

４

年

　

夏

２
期
　
川
田
　
寛
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ポ

ロ
ニ

ア
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
」
を
や
っ

て

い
ま
す
。
同
窓
生
も
沢

山
入
会
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、

お
問

い
合

わ

せ

下
さ

い
。

今
年

は

１２
月

２５
日

（
金

）

ト
リ

フ
ォ
ニ
ー
小
ホ
ー
ル

に
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
　

一

↓
ｍ
Ｆ
・〇
ヽ
Ｎ
‐ヽ
ｕ
Ｏ
‐０
い
ω
０

す
諄
ｐ
ミ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
も
ｏ
δ
ュ
●
↓
Ｅ
下

ｏ
「̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

２
期
　
山
口
　
洋
子

女
声
合
唱
団

「
ラ

。
フ
ォ

ル
ス
」
み
ん
な

で
歌

っ
て

い
ま
す
。
３
月
１１
日

（水
）

内
幸
町
ホ
ー

ル
に
て
、
合

唱
団

「
楓
」
と

一
緒

に

コ

ン
サ
ー
ト
を
致
し
ま
し
た
。

１０
月

１２
日

（
月
）
豊
島
教

会

に
て

コ
ン
サ
ー
ト
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

■
度

見
学
に

い
ら

つ
し

や
い
ま

せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
一

一渾
π
嗜
生万
０
０
０
‐ヨ
Ｎ
い
一
‐ト
二
一
ｕ

‐５
期
　
国
枝
　
信
恵

オ

ペ
ラ
や
歌
曲
、
合
唱

の
伴
奏

や
、
代

々
木
上
原

の
け
や
き
ホ
ー
ル
で
発
表

会
を
し
た
り

（
ソ
ロ
演
奏

あ
り

）
、
昨
年

秋

に
は
市

役

所

の

ロ
ビ

ー

で
、
「
ド

ビ

ュ
ッ
シ
ー
の
風
景
」
と

題

し

て
お

話

つ
き

の

ロ

ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
し
ま

し
た
。
日

々
に
感
謝
し
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

‐５
期
　
皆
川
　
育
子
　
．

３
月

Ｈ
日

（
水
）
内
幸

町
ホ
ー
ル
に
て
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
「楓
」
は
、
念
願
の
ヴ
ィ

ヴ

ァ
ル
デ
イ
の

「
グ

ロ
ー

リ

ア
」
を
全
曲
歌

い
ま
し

た
。
今
年
も
色

々
な
事

に

挑
戦
し
よ
う
と
思

っ
て
い

ま
す
。

２。
期
　
久
保
麻
美
子

昨
年
は
富
山

の
市
民
オ

ケ
に
入
団
し
、

ス
ト

ラ
ビ

ン
ス
キ
ー

「
火

の
鳥
」

で

ピ

ア

ニ
ス
ト
を
務
め
ま
し

た
。
「
展
覧
会

の
絵
」
で
は

チ

ェ
レ
ス
タ
を
演
奏
し
ま

し
た
。
ま
た
立
山

の
ふ
も

と

の
小
さ
な
小
学
校

で
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
致
し
ま

し
た
。
充
実
し
た
富
山

で

の
音
楽
生
活
で
す
。

２３
期
　
小
堀
　
潤
子

ヤ

マ
ハ

ンヽ
ス
テ
ム
講
師

と
し
て
は
ゃ
２７
年
目
で
す
。

思
う
と

こ
ろ
あ
リ
カ
ン
セ

リ
ン
グ
学
会
認
定

カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
と

り
、
現
在
中
学
校

で
心

の

相
談
員
も
や

っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
人
相
手
の
仕
事
、

日
々
勉
強
で
す
。

２９
期
　
本
間
美
和
子

平
成

６
円

に
卒

業

し
、

約

１２
年

間

は

非

常

勤

の

音
楽
療
法
講
師
と
し
て
精

神
科

ク
リ

ニ
ッ
ク
、
高
齢

者

施

設
、

病

院
、

発

達

障

害
児

の
臨
床

に
従
事
。

２
０
１
０
年

に
日
本
芸
術

療
法
学
会

の
芸
術
療
法
士

の
認
定

を
う

け
ま

し
た
。

小
学
校

の
教
員
免
状
を
取

得
後
は
、
公
立
小
学
校

で

全
教
科
教
え

て
ま
す
。
特

別
支
援
学
級

で
は
、
芸
術

療
法
的

ア
プ

ロ
ー
チ
で
子

ど
も
と
関
わ

っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
正
規
教
員
と

し
て
２
年
経
ち
ま
し
た
。

３６
期
　
谷
口
　
明
音

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
は
じ

め
た
ら
、
短
大

の
友
達
が

た
く
さ
ん
み

つ
か
り
、
嬉

し

い
で
す
。
役
員

の
皆
さ

ま
、
お
げ
ん
き
で
す
か
。

４６
期
　
島
崎
　
優
也

４６
期

ヴ

ァ
イ

オ

リ

ン

専

攻

卒

業

後

は

イ

タ

リ

ア

に

渡

り
、

現

在

は

ペ

ル
ー

ジ

ャ

の
国

立

音

楽

院̈
　
（Ｏ
ｏ
●
∽
ｏ
【
く
”
〔０
【
一ｏ
　
Ｏ
一

〓
ｃ
∽【ｏ
”
色

「
ｑ
“
咀
じ
　
の

大
学
院
の
在
学
中
。
ラ
フ
ァ

エ
ロ
の
師

ペ
ル
ジ
ー
ノ
を

生

ん

だ

古

い
都

市

国

家

で
中
世

の
建
物
が
街
を

つ

く

っ
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

の
中
田
選
手
を
今

で
も
街

の
人
は
覚
え
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
か
ら
の
お
便
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す・魃

・



平成 27年 3月
立
日の1同第 13ケ

平
成
２６
年
７
月
６
日

●

会
長
あ
い
さ
つ

②

会
計
よ
り
報
告

決
算
、
予
算
、年
会
費

等

０

松
井
先
生
よ
り
学
校
の
お
話

（質
疑
応
答
）

●

出
席
者
の
方
々
か
ら
≡
ロ

０

終

了
後

力
ヽヽ
シ

グ
コ
ン

サ
ー
ト
ヘ

購
饉
因
圏
圏
轟
圏
圏
国
圏

平
成
２６
年
３
月
１５
日

０

３
月
２‐
日
の
オ
ー
デ
ィ
ン
ョ
ン

の
打
ち
合
わ
せ
、
準
備

平
成
２６
年
３
月
２‐
日

０

７
月
６
日
カ
ミ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ト
の
出
演
者
の
オ
ー
デ
ィ
ン
ョ

ン
、
決
定

平
成
２６
年
４
月
８
日

０

カ
うヽ

グ
コ
ン
サ
ー
ト
の
準

備
、
話
し
合
い

②

幹
事
〈ム
の
準
備

平
成
２６
年
６
月
３
日

●

力
うヽ
グ
コ
ン
サ
ー
ト
の
打
ち

合
わ
せ

“^
コ
ン
サ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
成
２６
年
６
月
６
日

●

コ
ン
サ
ー
ト
　
懇
親
会

学
校
側
と
打
ち
合
わ
せ

平
成
２６
年
７
月
１
日

●

幹
事
会
の
打
ち
合
わ
せ

②

カ
ミ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
、
懇
親

会
の
打
ち
合
わ
せ

平
成
２６
年
９
月
２
日

●

コ
ン
サ
ー
ト
の
反
省

②

ホ
ー
ム
ペ
上
ン
に
つ
い
て

平
成
２６
年
「
月
９
日

０

仙
川
劇
場
へ

平
成
２６
年
１２
月
９
日

●

会
報
の
内
容
の
検
討

②

Ｈ
Ｐ
の
活
用
に
つ
い
て

菫
遷
回
廻
菫
画
饉
国
目
目
圏
回

・
今
年
は
桐
朋
祭
に
は
参

加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
平
成
２７
年

１
月
８
日
短

大
２
年
生

へ
同
窓
会

の

説
明

口 音楽専攻 2015年海外研修旅行

2015年 8月 30日 ～9月 12日

ドイツ フライブルグ音楽院

卒業生も参加出来ますので、ぜひ、現役の学生と一

緒に研修旅行に行きませんか?

問い合わせ先 短大教学課

TEL 03-3300-2111(イt表 )

03-3300-4252(蔭 1)邑 )

回 年会費納入のお願い

平成 14年総会で決定されました年会費も14年 目を

迎え皆様にはご理解とご協力をいただいておクリます。

今年度は1期から39期までの方々に年会費振込み

用紙を送らせていただきました。本年平成26年度と

未納の年度を記入した振込用紙が同封されており

ます。

なお、ご不明な点は、会計までお問い合わせください。

49期 新規会員名簿
/

恵 占 右 子

小笠原 真 子

小山EJ 友 紀

宮 け1 恵理子

有 田 佳 代

石 井 史 子

浦 邊 真 実

O榎 本 真 子

加 藤 亜 依

古 村 真 椰

齋 藤 律 子

佐 伯 範 子

須 暗 佐 和

鈴 木 杏 薦

高 野 芙 美

高 屋 智 早

張     燿

橋 本 さやか

林   八T代

飯 田   愛

o吉 野 雅 子

金   政 廷

後 藤 真 実

白 石 百合恵

原   貴 子

石 川 実幸季

後 藤 紗 希

○吉 り|1  円

力Π 藤  さやか

槙 木 千 恵

島 田 圭 介

遠 藤 琴 音

齊 藤 玲 子

岩 崎 みどり

荒 井 理 香

●F「 は代表委員

平成 26年度予算 (通常会「「) 桐の音 平成 25年度 決算報告 特別会計報街

(収入の部)

前年度よりの繰越金

25年度卒業生入会金

利息

年会費 (見込み)

¥5.495,843

¥570,000

¥100

Y600.000

(収入の部)

新入会員入会金

利息

年会費

繰越金

予算案   決算額

¥600,000  ¥615,000

¥100    Y751
¥600,000 ¥1,294000

¥4,990,168  ¥4,990,168

(収入の部)

前年度繰越金

通常会計より 特別行事積立

利息

¥7.430,962

¥600,000

¥1,226

△
Ｈ ¥8032188

(支出の部)

印刷・送料 学校からのお知らせ    ¥407,057
前払い金 来年度行事50年記念コンサート費用  ¥166,270

次年度繰越            ¥7,458,861
合計

上記決算報告書監査の結果

Y8032188

相違ないことを認めます

平成 26年 4月 30日  会計監査

合計

(支出の部)

HP関係費

会報関係費

音楽活動費

各委員活動費

同窓生後援費

交際費

会議費

雑費 (郵 送費・振込手数料)

特別会計へ

¥6665943

¥110,000

¥600,000

¥10,000

¥60,000

¥110,000

¥30.000

¥80,000

¥100,000

¥800,000

合 計 ¥6190268 ¥6899.919

(支出の部)

HP関係費

会報関係費

音楽活動費

各委員活動費

同窓生後援費

交際費

会議費

雑費(郵送費・振込手数利)

特別行事積立(特別会計へ
)

繰越金

予算案   決算額

¥110,000  ¥105490

¥600,000  ¥479,010

¥10,000      ¥0
¥60,000    ¥9,905

¥110,000   ¥36.300

Y30,000    ¥6,525

¥80,000   Y70,440

¥80,000   ¥96,406

¥600,000    ¥600,000

¥4.510.268  ¥5,495,843合計

次年度繰越金

¥1900.000

¥4765,943 合計 ¥6190268 ¥6899919

籠
● ● ● %

同窓会のお手伝いをして下さる方、会報の編集の

お手伝いをして下さる方を募集しています。  よ

崚・摯日 鋸すみれ回
器′際錦習:

早|IIIII早 ll早 l:ll早 1早早ll:干 |,「 :

003-3717-2011
住所、氏名等に変更がある場合は、

代表委員長または、各期の代表委員まで。

6 http://www.kirinone.jp
M info@kirinone.jp

1( u''u''at

facebook.
短大がfacebookを 開設。

今の短大をダイレクトな

情報として知ることができます。

是非、皆さん「いいね」を

よろしくお願いします。

:爾


